
 

令和３年度 地域でつながる家庭教育応援事業 主催：福島県教育庁県北教育事務所 

 

  

家庭教育支援者地区別研修会 
  

令和３年１１月１８日(木) 福島県青少年会館において県北域内の家庭教育支援者参加のもと標記の研修 

   会を実施しました。今回は、ネット社会において、子どもたちが様々なトラブルに巻き込まれる危険性が 

問題となっていることから、家庭教育支援者が講演や演習を通してネット社会の現状を理解し、子育て世 

代に向けた具体的なアドバイスの仕方を学ぶことを目的として開催しました。 

 

１ 講演  NPO 法人企業教育研究会 市野 敬介 氏 
  「みんなで考えよう、スマートフォン ～スマホトラブル、うちの子だけは大丈夫？」 

（１） スマホと上手に付き合うために 
 

スマホの契約者は保護者、ルール作りは保護者の責任、大人にもスマホを使う際のルールを！ 

○ スマホの契約者は保護者であり、あくまでも子どもは使用者でし

かないことをきちんと教え、子どものスマホには必ずフィルタリン 

グをかけることが必要である。 

○ 子どものスマホ利用に関して、保護者として何が心配なのかを伝 

    え、「あなたを守るためのルール」であることを子どもに理解させ 

    ることが大切である。 

○ 子どもだけではなく大人もスマホを安全に使うためのルールを 

守り、便利な道具としてのスマホと付き合っていくべきである。 
 

 
（２）iPad を使用してのフィルタリング設定の体験 

休止時間（画面を見ない時間帯の設定） 

アプリ使用時間の制限   通信、通話の制限 

  コンテンツとプライバシーの制限 

（不適切なコンテンツをブロック） 
 
２ 演習 「メディア社会における親子のコミュニケーションについて」 

 

 

 

 

 

  

 

○ スマホ以外の趣味等を共有 
○ 子どもの興味関心に寄り添う 
○ ルールを決めて守らせる 
 

子どもがスマホに夢中で親子の 
コミュニケーションが図れない。 
会話を増やすにはどうすればいい？ 

 

 

 

子どもの要望を鵜呑みにせず 

状況に応じて制限の仕方を変え 
ていくことが必要である。 

＜参加者の声＞ 
 
○ 大人こそルールを守ってスマホを使用す

ることが大切だと気づかされた。 
 
○ スマホに関する様々なトラブルに関して

家庭教育支援者としてどのように対応すれ

ばよいのか、皆さんの考えが参考になった。 
 
○ 初めて iPad に触ったが、すぐに夢中にな

ってしまった。子どもがのめりこんで離せ

なくなるというのがよくわかった。 
 

家庭教育に関するお問い合わせは県北教育事務所総務社会教育課 菅野まで 
（電話 ０２４－５２１－２８１４   E-mail  kanno_momoko_02@pref.fukushima.lg.jp） 

 
【家庭教育支援者として】 

スマホ使用時の注意点及び危険から子どもを守るための 
術、親子で守るルールの作り方、スマホを介さない子ども
とのコミュニケーションの図り方など本研修で得た知識を 
生かし、家庭教育支援者として子育て世代に適切なアドバ
イスをお願いします。 
 

～親子で話し合うテーマの提案～ 
○ 我が家のスマホルール  
○ スマホはいつから？ 
○ チャレンジ！ノースマホタイム・ノースマホデー 
○ 今日のファミリータイム 
○ リビングにスマホステーションを 
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